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「

近

世

後

期

江

戸

近

郊

農

村

地

域

文

化

の

展

開

」

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

太

田

和

子

 

 

論

文

要

約
 

 

序

章

 

従

来

の

近

世

史

研

究

で

は

、

政

治

史

や

社

会

経

済

史

が

中

心

で

あ

り

、

文

化

史

に

つ

い

て

は

公

家

や

武

家

な

ど

の

支

配

者

層

が

担

う

文

化

の

研

究

が

主

体

で

あ

っ

た

。

ま

た

、

町

人

層

に

つ

い

て

も

同

様

に

京

・

大

坂

・

江

戸

な

ど

都

市

部

の

富

裕

な

町

人

層

の

文

化

活

動

が

研

究

対

象

と

さ

れ

、

地

方

に

居

住

す

る

庶

民

が

携

わ

っ

た

文

化

活

動

に

つ

い

て

は

娯

楽

的

要

素

が

強

く

、

芸

術

性

に

乏

し

い

と

考

え

ら

れ

、

顧

み

ら

れ

る

こ

と

は

な

か

っ

た

。

 

近

年

研

究

成

果

の

蓄

積

が

な

さ

れ

つ

つ

あ

り

、

先

行

研

究

で

は

、

地

域

文

化

自

体

を

分

析

す

る

と

、

従

来

か

ら

研

究

対

象

と

な

っ

て

い

た

俳

諧

や

医

術

、

研

究

が

乏

し

い

和

歌

・

漢

学

・

狂

歌

・

国

学

・

挿

花

・

書

画

な

ど

多

種

多

様

な

文

化

に

携

わ

っ

て

い

た

庶

民

が

確

認

で

き

る

。

 

さ

ら

に

地

域

文

化

に

は

階

層

性

が

あ

る

こ

と

を

示

し

た

研

究

で

は

、

階

層

と

は

教

養

や

知

識

の

必

要

性

が

大

き

い

も

の

を

上

層

と

位

置

付

け

、

和

歌

・

漢

学

・

国

学

・

狂

歌

な

ど

を

指

し

、

下

層

は

季

語

な

ど

の

一

定

の

決

ま

り

事

を

修

得

す

れ

ば

楽

し

め

る

俳

諧

を

指

す

。

ま

た

担

い

手

の

多

く

は

村

役

人

や

僧

侶

・

神

官

、

在

地

の

商

人

な

ど

で

あ

り

、

文

化

の

広

が

り

を

示

す

風

雅

圏

と

、

経

済

活

動

の

繋

が

り

を

示

す

経

済

圏

の

重

な

り

が

見

え

、

地

域

文

化

は

単

独

の

文

化

活

動

だ

け

で

成

り

立

つ

も

の

で

は

な

い

こ

と

が

示

さ

れ

た

。

 

数

代

に

わ

た

っ

て

文

化

に

関

わ

る

こ

と

で

、

蔵

書

の

蓄

積

や

、

寺

子

屋

の

開

設

に

結

び

付

く

な

ど

、

知

識

や

教

育

の

面

に

お

い

て

地

域

貢

献

が

行

わ

れ

た

事

例

も

示

さ

れ

、

村

内

に

名

主

主

導

の

俳

諧

結

社

が

組

織

さ

れ

、

幕

末

に

な

る

と

そ

の

組

織

に

政

治

性

が

加

味

さ

れ

た

こ

と

が

明

ら

か

に

さ

れ

て

い

る

。

 

こ

の

よ

う

な

蓄

積

に

よ

り

、

研

究

が

行

き

届

い

て

い

な

か

っ

た

農

村

部

で

も

多

く

の

人

々

が

文

化

活

動

に

携

わ

っ

て

い

た

事

例

が

示

さ

れ

た

。
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ま

た

地

方

を

研

究

対

象

と

す

る

の

に

欠

か

せ

な

い

の

が

自

治

体

史

で

あ

る

。

地

域

顕

彰

を

目

的

と

し

た

自

治

体

史

編

纂

は

、
狭

い

範

囲

で

活

躍

し

た

地

域

の

文

化

人

で

あ

っ

て

も

、
そ

の

業

績

を

紹

介

し

て

い

る

。

 
近

世

中

期

に

な

る

と

都

市

部

の

文

化

活

動

が

支

配

者

層

や

富

裕

な

町

人

層

か

ら

下

級

武

士

や

町

人

の

中

か

ら

文

化

活

動

を

行

う

者

が

現

れ

て

き

た

。

こ

の

風

潮

は

地

方

へ

波

及

し

、

教

育

や

教

養

、

経

済

活

動

な

ど

の

影

響

を

受

け

、

地

域

社

会

が

政

治

・

経

済

・

文

化

の

結

節

点

と

な

り

、

地

域

文

化

の

活

動

を

農

民

の

社

会

生

活

の

一

端

と

捉

え

、

活

動

内

容

な

ど

の

実

態

を

検

証

し

農

民

生

活

の

多

様

性

を

明

ら

か

に

す

る

こ

と

を

目

的

と

し

た

。
 

第

一

章

 

江

戸

近

郊

農

村

地

域

文

化

人

の

蔵

書

 

 

農

民

の

文

化

活

動

の

一

端

を

三

代

に

わ

た

り

医

業

に

従

事

し

た

武

蔵

国

多

摩

郡

本

宿

村

字

小

野

宮

（

現

東

京

都

府

中

市

内

）

の

内

藤

治

右

衛

門

家

の

人

々

の

蔵

書

の

う

ち

医

書

を

分

析

対

象

と

し

て

、

医

術

修

得

過

程

や

活

動

内

容

な

ど

を

明

ら

か

に

し

、

知

の

蓄

積

を

解

明

す

る

こ

と

を

目

的

と

し

た

。

 

第

一

節

で

は

内

藤

家

の

歴

代

の

事

績

を

紹

介

し

、

特

に

内

藤

家

が

医

術

を

家

業

と

す

る

き

っ

か

け

と

な

っ

た

三

代

目

は

、

他

家

の

出

身

で

あ

る

が

、

江

戸

で

幕

府

奧

医

師

の

許

で

修

業

し

、

退

塾

後

治

右

衛

門

家

の

本

家

に

寄

宿

し

、

村

内

で

医

者

と

し

て

活

動

し

、

婿

と

な

っ

た

と

い

う

経

歴

の

持

ち

主

で

あ

る

。

四

代

目

は

そ

の

息

子

で

父

か

ら

医

術

を

学

び

跡

を

継

い

だ

。

五

代

目

は

医

術

を

継

が

ず

、

六

代

目

が

祖

父

か

ら

医

術

を

学

ん

だ

の

で

あ

る

。

 

医

術

の

ほ

か

に

寺

子

屋

も

開

い

て

い

た

と

い

う

言

い

伝

え

も

あ

り

、

時

期

・

寺

子

の

名

前

・

居

住

地

な

ど

の

記

録

も

残

っ

て

お

り

、

近

隣

村

の

寺

子

屋

と

の

比

較

検

討

を

し

た

が

、

教

育

内

容

・

在

籍

年

数

な

ど

不

明

な

た

め

、

具

体

的

な

分

析

は

で

き

な

か

っ

た

が

、

享

和

二

年

（

１

８

０

２

）

か

ら

天

保

七

年

（

１

８

３

６

）

ま

で

の

三

五

年

間

の

ほ

ぼ

毎

日

の

記

録

を

見

る

と

四

代

目

が

「

孟

子

」

の

講

釈

を

行

っ

た

こ

と

な

ど

が

分

か

っ

た

。

 

第

二

節

で

は

蔵

書

の

う

ち

「

医

書

」

の

分

析

を

行

う

た

め

に

、

初

め

に

近

世

医

学

の

発

達

に

つ

い

て

概

観

し

た

。

 

治

右

衛

門

家

は

寛

政

一

〇

年

（

１

７

９

８

）

に

家

屋

が

焼

失

し

、

三

代

目

以

前

の

蔵

書

は

ほ

ぼ

残

っ

て

な

い

。
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内

藤

家

に

は

四

代

・

五

代

・

六

代

の

蔵

書

目

録

が

あ

り

、

そ

の

中

か

ら

四

代

と

六

代

の

「

医

書

」

に

つ

い

て

分

析

を

行

っ

た

。

 
四

代

目

重

喬

が

父

か

ら

医

術

を

授

け

ら

れ

た

時

期

の

日

本

の

医

学

は

、

唐

以

前

の

医

学

に

依

拠

す

る

古

医

方

が

主

流

と

な

っ

て

お

り

、

蔵

書

目

録

中

八

〇

％

以

上

が

、

中

国

の

原

典

・

日

本

人

の

翻

訳

・

解

説

書

及

び

漢

方

医

の

著

作

で

あ

る

和

漢

医

書

で

あ

っ

た

。

ま

だ

西

洋

医

学

の

認

知

が

あ

ま

り

な

さ

れ

て

い

な

い

時

期

で

西

洋

医

学

書

は

三

％

余

で

あ

る

。

 

次

に

書

籍

の

入

手

法

の

う

ち

購

入

に

つ

い

て

年

月

日

不

詳

で

あ

る

が

、

書

名

・

金

額

が

記

載

し

て

あ

る

史

料

が

あ

り

、

分

析

し

た

結

果

、

医

書

は

五

部

(

九

．

四

％

)

、

経

史

子

集

一

二

部

(

二

二

．

六

％

)

、

国

史

雑

書

記

録

一

三

部

(

二

四

．

五

％

)

、

歌

書

日

記

物

語

類

一

四

部

(

二

六

．

四

％

)

、

墨

帖

一

部

(

一

．

九

％

)

、

軍

書

二

部

(

三

．

八

％

)
、

俳

諧

歌

二

部

(

三

．

八

％

)

、

甁

花

書

二

部

(

三

．

八

％

)

、

絵

図

二

枚

(

三

．

八

％

)

で

あ

っ

た

。

 

医

書

は

家

業

用

、

経

史

子

詩

文

雑

書

類

・

国

史

雑

書

類

・

歌

書

日

記

物

語

・

軍

書

・

絵

図

は

学

問

教

養

、

墨

帖

は

教

養

と

寺

子

屋

用

で

あ

ろ

う

か

、

俳

諧

歌

・

甁

花

書

は

趣

味

と

そ

れ

ぞ

れ

の

使

用

目

的

を

考

え

る

と

、

近

世

の

文

化

的

活

動

は

学

問

教

養

で

あ

り

趣

味

で

あ

っ

た

こ

と

が

指

摘

で

き

る

。

 

第

三

節

で

は

、

六

代

目

重

鎮

の

医

書

に

つ

い

て

分

析

し

た

。

 

重

鎮

の

蔵

書

目

録

に

は

重

喬

の

蔵

書

も

含

ま

れ

て

い

る

が

、

重

鎮

自

身

が

書

写

し

た

医

書

も

多

く

含

ま

れ

て

い

る

。

医

書

に

限

る

と

重

鎮

分

が

二

六

四

部

、

重

喬

分

が

一

七

七

部

で

あ

る

か

ら

一

四

九

％

の

増

で

あ

る

。

医

書

の

分

野

別

は

和

漢

書

二

〇

三

部

、

西

洋

医

書

二

八

部

、

本

草

書

五

部

、

重

鎮

著

作

一

部

、

不

明

二

七

部

で

あ

る

。

特

徴

的

な

の

は

重

喬

の

蔵

書

で

は

和

漢

医

書

が

一

四

三

部

で

あ

っ

た

が

、

重

鎮

の

蔵

書

で

は

二

〇

三

部

一

四

一

％

の

増

。

西

洋

医

書

は

七

部

が

二

八

部

と

四

〇

〇

％

増

加

し

て

い

る

。

 

版

本

と

写

本

に

つ

い

て

は

、

版

本

が

四

六

部

（

一

七

．

四

％

）
、

写

本

一

四

八

部

（

五

六

．

一

％

）
、

重

鎮

著

作

一

部

（

〇

．

四

％

）
、

不

明

六

九

部

（

二

六

．

一

％

）

と

な

る

。

重

喬

蔵

書

と

比

較

す

る

と

不

明

の

割

合

が

増

加

し

ほ

か

は

減

少

し

て

い

る

。

こ

の

増

減

の

理

由

は

わ

か

ら

な

い

。

 

写

本

の

奥

書

に

は

写

本

し

た

年

月

日

、

写

本

の

経

緯

な

ど

が

記

さ

れ

て

い

る

。

こ

の

奥

書

を

読

む

と

重

鎮

は

文

政

六

年
（

１

８

２

３

）
初

夏

に

初

め

て

書

写

し

始

め

、
同

年

中

に

二

部

写

本

を

完

成

さ

せ

て

い

る

。
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そ

の

後

毎

年

複

数

部

写

本

を

作

成

し

、

嘉

永

元

年

（

１

８

４

８

）

ま

で

に

九

〇

部

仕

上

げ

て

い

る

。

一

年

平

均

約

三

．

五

冊

で

あ

る

。

 
購

入

書

籍

に

つ

い

て

は

重

鎮

も

重

喬

と

同

じ

よ

う

に

史

料

を

残

し

、
購

入

し

た

年

月

を

記

録

し

て

い

る

。 

購

入

は

絵

図

も

含

め

て

八

九

部

。

医

書

が

七

七

部

（

八

六

．

六

％

）
、

経

史

二

部

（

二

．

二

％

）
、

国

史

五

部

（

五

．

六

％

）
．

歌

書

一

部

（

一

．

一

％

）
、

墨

帖

三

部

（

三

．

四

％

）
、

絵

図

一

部

（

一

．

一

％

）

で

あ

る

。

重

鎮

の

熱

意

が

医

術

に

向

か

っ

て

い

る

の

が

わ

か

る

。

 

医

術

の

発

達

に

伴

い

収

集

す

る

医

書

の

内

容

が

医

術

の

基

本

と

さ

れ

た

中

国

医

書

か

ら

国

内

医

師

の

著

作

へ

移

り

、

さ

ら

に

西

洋

医

学

書

を

取

込

む

よ

う

に

変

化

し

た

こ

と

が

分

か

っ

た

。

 

医

術

の

修

得

に

は

医

書

の

購

入

・

書

写

と

い

う

方

法

が

大

き

な

役

割

を

果

た

し

て

い

た

こ

と

が

再

確

認

さ

れ

、

各

代

そ

れ

ぞ

れ

が

医

学

の

発

達

に

即

し

た

蔵

書

の

収

集

を

行

っ

て

お

り

、

そ

う

し

た

判

断

が

で

き

る

だ

け

の

知

力

を

備

え

て

い

た

。

 

第

二

章

 

近

世

後

期

多

摩

川

流

域

の

狂

歌

人

 

近

世

後

期

の

江

戸

近

郊

農

村

に

お

け

る

地

域

文

化

の

研

究

は

主

に

俳

諧

を

対

象

と

し

て

行

わ

れ

、

連

の

結

成

や

、

村

内

で

の

組

織

的

活

動

な

ど

が

明

ら

か

に

さ

れ

て

き

た

が

、

本

章

で

は

、

研

究

対

象

地

で

あ

る

東

京

都

多

摩

地

域

で

狂

歌

に

携

わ

っ

た

人

々

の

実

態

を

明

ら

か

に

し

、

江

戸

近

郊

農

村

に

お

け

る

地

域

文

化

の

多

様

性

と

、

地

域

性

が

文

化

活

動

に

ど

の

よ

う

な

影

響

を

与

え

た

か

を

検

討

し

た

。

 

狂

歌

は

俳

諧

よ

り

歴

史

は

浅

い

が

、

天

明

期

（

一

七

八

一

―

八

八

）

に

爆

発

的

人

気

で

一

世

を

風

靡

し

た

。

牽

引

し

た

の

は

武

士

と

町

人

で

、

狂

歌

は

漢

文

や

古

典

の

知

識

と

風

刺

を

混

ぜ

合

わ

せ

た

遊

び

で

あ

っ

た

。

研

究

分

野

で

は

天

明

期

を

象

徴

と

し

て

「

天

明

狂

歌

」

と

呼

び

、

そ

れ

以

降

の

狂

歌

は

低

調

で

あ

る

と

評

価

さ

れ

研

究

対

象

か

ら

外

さ

れ

て

い

っ

た

。

そ

の

風

潮

は

自

治

体

史

に

お

い

て

も

同

様

で

、

多

摩

地

域

で

狂

歌

の

項

目

を

設

け

て

い

る

の

は

わ

ず

か

に
『

多

摩

市

史

 

資

料

編

二

』
と
『

府

中

市

教

育

史

 

通

史

編

 

上

』

だ

け

で

あ

る

。

 

し

か

し

、

近

年

は

低

調

期

と

考

え

ら

れ

て

い

た

文

政

期

こ

そ

狂

歌

が

日

本

各

地

に

広

が

り

、

狂

歌

の

愛

好

者

が

増

え

た

時

期

で

あ

っ

た

と

認

識

さ

れ

て

い

る

。
文

政

期

の

狂

歌

が

隆

盛

に

な

っ

た

要

因

の

一

つ

が

、

幕

府

の

下

級

武

士

で

あ

る

代

官

所

の

手

付

が

日

本

各

地

の

幕

府

天

領

を

異

動

し

て

自

身

の

趣

味

で

あ

る

狂
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歌

を

地

方

に

広

め

た

こ

と

。

も

う

一

つ

は

鹿

都

部

真

顔

（

北

川

真

顔

。

四

方

真

顔

）

が

、

天

明

狂

歌

の

特

徴

で

あ

る

社

会

・

政

治

の

風

刺

か

ら

離

れ

て

、
「

俳

諧

歌

」

と

名

付

け

、

歌

集

の

装

丁

や

歌

題

を

古

典

調

と

し

た

こ

と

に

よ

り

、

地

方

で

多

く

の

人

々

に

受

け

入

れ

ら

れ

た

こ

と

で

あ

る

。

 

第

一

節

で

は

武

蔵

国

多

摩

郡

本

宿

村

小

野

宮

の

内

藤

重

喬

の

活

動

の

う

ち

、

ま

ず

俳

諧

活

動

に

つ

い

て

内

藤

治

右

衛

門

家

史

料

「

玉

川

南

北

雅

名

録

」

に

記

録

さ

れ

て

い

る

重

喬

と

同

時

代

に

活

動

し

て

い

た

俳

人

二

二

六

名

、

判

者

の

部

一

六

名

、

天

保

期

一

一

名

合

計

二

五

五

名

の

居

住

地

か

ら

現

在

の

行

政

域

を

示

し

、

そ

の

地

域

的

特

徴

を

明

ら

か

に

し

た

。

 

大

き

な

集

団

と

し

て

は

府

中

市

内

、

八

王

子

市

内

が

特

筆

す

べ

き

地

域

で

あ

る

こ

と

、

こ

の

二

地

域

は

五

街

道

の

一

つ

甲

州

道

中

の

宿

場

で

あ

る

。

そ

の

ほ

か

交

通

の

便

が

良

い

宿

場

や

街

道

沿

い

、

近

世

後

期

か

ら

活

発

に

な

っ

た

養

蚕

・

絹

織

物

業

な

ど

が

盛

ん

に

行

わ

れ

て

い

た

地

域

、

内

藤

家

と

の

血

縁

・

地

縁

が

あ

る

と

考

え

ら

れ

る

地

域

な

ど

で

あ

る

。

重

喬

の

地

縁

・

血

縁

や

交

流

範

囲

だ

け

で

な

く

、

経

済

活

動

に

よ

っ

て

広

く

地

域

を

結

び

つ

け

る

可

能

性

が

あ

る

こ

と

を

明

ら

か

に

し

た

。

 

第

二

節

で

は

、

重

喬

を

狂

歌

の

分

野

か

ら

検

証

し

、

狂

歌

が

在

村

文

化

と

し

て

ど

の

よ

う

に

多

摩

地

域

に

広

が

っ

て

い

た

の

か

を

明

ら

か

に

す

る

。

 

重

喬

は

天

明

（

一

七

八

一

―

八

八

）

の

こ

ろ

に

酔

竹

園

橘

洲

（

唐

衣

橘

洲

）

に

入

門

し

、

天

明

期

の

狂

歌

を

久

練

堂

橘

良
（

ま

た

馬

の

橘

良

）
と

名

乗

り

活

動

し

た

。
の

ち

に

狂

歌

堂

北

川

真

顔

の

社
（

四

方

側

）

に

属

し

、

化

政

期

の

狂

歌

界

を

牽

引

し

た

四

方

真

顔

の

門

人

と

し

て

息

子

の

重

英

と

共

に

活

動

し

世

に

知

ら

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

。

 

多

摩

地

域

で

狂

歌

を

嗜

ん

だ

人

々

が

何

人

い

た

の

か

は

全

く

不

明

で

あ

っ

た

。

人

数

把

握

よ

り

存

在

に

つ

い

て

も

ほ

と

ん

ど

知

ら

れ

て

い

な

か

っ

た

。

八

王

子

千

人

同

心

で

漢

詩

人

で

あ

る

川

本

衡

山

が

、

安

政

三

年

（

１

８

５

６

）

に

著

し

た

『

雑

花

恠

石

集

』

の

中

に

狂

歌

（

句

）

分

野

は

四

人

し

か

い

な

い

。

 

ま

ず

武

蔵

国

多

摩

郡

の

狂

歌

人

を

把

握

す

る

た

め

に
『

江

戸

狂

歌

本

選

集

』（

江

戸

狂

歌

本

選

集

刊

行

会

編

東

京

堂

出

版

 

二

〇

〇

七

年

）

全

一

五

巻

か

ら

武

蔵

国

多

摩

郡

内

居

住

と

わ

か

る

狂

名

を

拾

う

と

、

 

五

九

名

確

認

で

き

た

。

行

政

域

別

に

示

す

と

青

梅

市

内

が

三

七

名

（

六

二

･

七

％

）
、

八

王

子

市

内

が

一

三

名

（

二

二

％

）
、

日

の

出

町

内

が

三

名

（

五

･

一

％

）
、

府

中

市

内

が

二

名

（

三

･

四

％

）
、

多

摩

市

内

が

二

名
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（

三

･

四

％

）
、

調

布

市

内

が

一

名

（

一

･

七

％

）

で

あ

る

。

以

上

の

人

び

と

の

活

躍

時

期

は

主

に

文

化

・

文

政

期

で

あ

る

。

 
そ

の

中

で

四

方

側

の

指

導

者

的

立

場

で

あ

る

人

物

は

、

青

梅

に

四

方

側

異

郷

判

者

一

名

、

重

喬

も

異

郷

判

者

。

息

子

の

重

英

は

異

郷

都

講

と

い

う

判

者

に

次

ぐ

地

位

に

い

た

。

多

摩

地

区

の

狂

歌

は

こ

の

三

人

に

よ

り

牽

引

さ

れ

た

が

、

江

戸

か

ら

四

方

側

主

催

者

の

四

方

真

顔

が

江

戸

在

住

の

判

者

と

共

に

重

喬

の

許

を

訪

れ

る

こ

と

も

あ

り

、

師

や

他

の

門

人

と

の

交

流

が

重

喬

の

地

元

で

行

わ

れ

て

い

る

こ

と

が

明

ら

か

に

な

っ

て

い

る

。

 

江

戸

近

郊

農

村

は

古

代

・

中

世

か

ら

の

名

勝

地

や

史

跡

が

散

在

し

、

地

域

文

化

人

が

俳

諧

や

狂

歌

で

活

躍

す

る

こ

と

で

、

江

戸

に

も

名

が

知

ら

れ

、

江

戸

在

住

の

文

化

人

が

訪

れ

紀

行

文

な

ど

を

創

作

す

る

こ

と

で

、

江

戸

庶

民

の

遊

覧

を

誘

う

役

目

も

果

た

す

よ

う

に

な

っ

た

。

 

第

三

節

で

は

、

内

藤

家

の

狂

歌

に

つ

い

て

父

重

喬

の

陰

に

隠

れ

て

評

価

が

低

い

重

英

の

狂

歌

に

つ

い

て

述

べ

た

。

重

英

は

医

術

を

受

け

継

が

ず

家

業

を

継

い

だ

。

し

か

し

、

狂

歌

で

の

活

躍

は

父

同

様

で

あ

り

、

刊

行

年

不

明

で

あ

る

が

、

森

羅

万

象

ほ

か

撰

「

俳

諧

歌

春

雨

双

紙

」

に

小

野

宮

 

斧

金

厚

（

重

英

）

の

絵

姿

が

載

せ

ら

れ

て

い

る

。

 

天

保

期

に

入

る

と

、

四

方

真

顔

亡

き

後

四

方

派

を

引

き

継

い

だ

森

羅

亭

万

象

と

の

関

係

を

確

認

で

き

、

俳

諧

歌

の

世

界

で

重

英

が

大

い

に

活

躍

し

て

い

る

こ

と

を

検

証

し

た

。

 

俳

諧

も

狂

歌

も

多

く

の

参

加

者

が

い

る

の

は

八

王

子

や

府

中

の

よ

う

に

、

街

道

沿

い

の

宿

場

町

で

あ

り

そ

こ

は

人

が

行

き

か

う

、

ま

た

経

済

圏

を

持

っ

て

い

る

よ

う

な

場

所

が

そ

の

周

辺

地

域

に

ま

で

広

が

る

文

化

圏

を

持

て

る

条

件

で

あ

る

こ

と

を

確

認

し

た

。

 

 

第

三

章

 

武

蔵

総

社

神

主

家

の

政

治

情

報

 

 

甲

州

道

中

府

中

宿

の

武

蔵

総

社

六

所

宮

の

神

主

家

で

あ

る

猿

渡

家

は

、

幕

府

か

ら

朱

印

地

五

百

石

を

与

え

ら

れ

、

神

事

・

神

職

組

織

・

社

領

管

理

な

ど

に

お

い

て

多

種

の

交

流

を

持

っ

て

い

た

。

本

章

で

は

直

接

文

化

活

動

で

は

な

い

が

、
社

会

情

勢

や

政

治

情

勢

へ

の

関

心

の

在

り

方

に

つ

い

て

明

ら

か

に

す

る

こ

と

で

、

地

域

の

核

で

あ

る

神

社

の

神

主

家

の

交

流

の

性

格

や

実

態

を

明

ら

か

に

し

、

地

域

の

文

化

活

動

と

の

関

わ

り

を

検

証

す

る

こ

と

を

目

的

と

す

る

。
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江

戸

後

期

か

ら

幕

末

ま

で

猿

渡

家

が

二

代

に

わ

た

っ

て

政

治

・

社

会

情

勢

を

書

留

め

た

「

反

古

帖

」

の

内

容

、

情

報

入

手

先

な

ど

を

分

析

し

た

。

 
六

所

宮

は

天

正

一

九

年

（

一

五

九

一

）

徳

川

家

康

か

ら

朱

印

地

を

与

え

ら

れ

、

家

康

が

日

光

へ

改

葬

さ

れ

る

際

、

霊

柩

が

府

中

宿

に

一

夜

と

ど

ま

っ

た

由

緒

か

ら

、

元

和

四

年

（

一

六

一

八

）

境

内

に

東

照

宮

が

造

営

さ

れ

た

。

神

主

家

は

毎

年

正

月

六

日

江

戸

城

へ

登

城

し

将

軍

へ

拝

賀

独

礼

を

行

う

。

神

職

は

神

主

、

禰

宜

。

社

家

は

四

家

。

社

僧

は

惣

行

寺

、

円

福

寺

、

明

王

院

、

安

楽

寺

、

妙

法

寺

、

花

光

院

、

泉

蔵

寺

の

七

寺

。

ほ

か

に

社

人

が

い

る

。

明

治

元

年

（

一

八

六

八

）

神

仏

分

離

を

実

施

、

同

四

年

大

國

魂

神

社

と

改

称

し

た

。

 

第

一

節

は

、

六

所

宮

神

主

家

猿

渡

家

史

料

「

反

古

帖

」

の

概

要

を

示

し

た

。
「

反

古

帖

」

は

現

在

東

京

都

府

中

市

郷

土

の

森

博

物

館

に

寄

託

さ

れ

て

い

る

古

文

書

四

一

冊

で

あ

る

。
表

紙

に

貼

付

さ

れ

た

題

箋

に
「

反

古

帖

」

の

文

字

と

そ

の

下

に

一

か

ら

四

十

一

ま

で

の

数

字

が

書

か

れ

て

い

る

。

題

箋

の

筆

跡

は

同

一

人

物

と

思

わ

れ

、

書

型

、

装

丁

か

ら

短

時

間

に

整

理

さ

れ

た

と

み

ら

れ

る

。

 

書

誌

的

概

要

は

、

書

型

竪

約

二

三

ｃ

ｍ

、

横

約

一

六

ｃ

ｍ

。

丁

数

は

最

少

二

八

丁

か

ら

最

多

六

七

丁

。

そ

の

う

ち

「

反

古

帖

 

二

十

」

は

白

紙

が

三

二

丁

綴

じ

ら

れ

て

い

る

。

記

録

さ

れ

て

い

る

情

報

は

延

宝

三

年

（

一

六

七

五

）

か

ら

慶

応

四

年

（

１

８

６

８

）

ま

で

の

一

九

三

年

間

、

三

五

年

分

と

年

不

詳

分

で

あ

る

。

 

四

一

冊

の

う

ち

八

割

強

の

三

六

冊

に

幕

末

の

情

報

が

記

録

さ

れ

て

い

る

。

記

録

さ

れ

た

情

報

の

内

容

、

収

集

時

期

、

入

手

先

な

ど

の

分

析

を

行

っ

た

。
 

情

報

の

収

集

は

、

主

に

一

〇

代

目

神

主

猿

渡

近

江

守

盛

章

と

そ

の

息

子

一

一

代

目

猿

渡

容

盛

で

あ

る

。

 

盛

章

は

寛

政

二

年

（

一

七

九

〇

）

猿

渡

盛

房

の

長

子

に

生

ま

れ

る

。

幼

名

伊

折

之

助

、

盛

栄

、

の

ち

盛

章

と

改

め

る

。

能

登

、

近

江

と

称

し

た

。

文

化

元

年

（

一

八

〇

四

）

一

五

歳

で

新

神

主

に

就

任

、

同

七

年

父

の

あ

と

を

継

ぎ

神

主

に

就

任

。

同

一

〇

年

儒

学

者

萩

原

楽

亭

、

国

学

者

高

田

正

次

郎

（

の

ち

の

小

山

田

与

清

）

に

入

門

。

文

政

九

年

（

一

八

二

六

）

従

五

位

下

近

江

守

に

叙

任

。

武

蔵

国

内

の

一

宮

か

ら

六

宮

の

考

証

な

ど

を

行

っ

た

。
ま

た

樅

園

と

号

し

歌

壇

を

形

成

し

た

。
嘉

永

六

年

｢

異

国

船

渡

来

之

儀

ニ

付

奉

申

上

覚

（

下

策

儀

案

）

｣

を

幕

府

へ

上

申

。

文

久

二

年

（

一

八

六

二

）

神

主

職

を

容

盛

へ

譲

り

、

翌

三

年

七

三

歳

で

没

す

。

 



8 

 

 

容

盛

は

文

化

八

年

（

一

八

一

一

）

盛

章

の

長

子

に

生

ま

れ

る

。

幼

名

伊

折

之

助

、

の

ち

豊

後

、

左

衛

門

、

無

位

と

称

し

た

。

文

政

八

年

一

五

歳

で

新

神

主

に

就

任

。

天

保

六

年

（

一

八

三

五

）

父

と

同

じ

く

小

山

田

与

清

に

入

門

し

た

。

安

政

五

年

（

一

八

五

八

）

同

門

の

西

野

新

治

を

介

し

て

徳

川

斉

昭

の

下

問

に

よ

り

建

白

書

を

上

程

す

る

。

文

久

二

年

父

の

あ

と

を

継

ぎ

神

主

に

就

任

。

父

か

ら

樅

園

歌

壇

を

引

継

ぎ

慶

応

二

年

（

一

八

六

六

）

か

ら

歌

集

「

類

題

新

竹

集

」
（
『

類

題

新

竹

集

』

府

中

市

教

育

委

員

会

一

九

八

六

年

）

の

編

纂

を

始

め

る

。

明

治

二

年

神

主

職

を

息

子

盛

愛

に

譲

り

明

治

政

府

へ

出

仕

、

同

一

二

年

全

て

の

官

職

を

辞

し

、

同

一

七

年

七

三

歳

で

没

す

。

 

反

古

帖

に

記

録

さ

れ

た

情

報

の

年

代

で

一

番

古

い

も

の

は

、
「

反

古

帖

 

二

」

の

延

宝

三

年

「

慈

眼

大

師

三

十

三

回

忌

追

善

三

十

首

短

冊

之

和

歌

」

で

あ

る

。

一

番

新

し

い

も

の

は

「

反

古

帖

 

四

」

の

慶

応

四

年

東

征

軍

の

沙

汰

・

申

達

と

上

申

で

あ

る

。

 

情

報

量

が

多

く

、

分

類

を

「

大

分

類

」
「

中

分

類

」
「

小

分

類

」

と

し

、
「

大

分

類

」

は

幕

府

関

係

・

朝

廷

関

係

・

東

征

軍

・

猿

渡

家

・

そ

の

他

と

し

た

。

 

収

集

さ

れ

た

情

報

は

、

近

世

前

期

・

中

期

の

記

録

に

は

、

家

職

を

意

識

し

て

か

、

神

社

に

関

す

る

も

の

や

歌

会

に

関

す

る

も

の

、

後

期

に

は

対

外

問

題

に

関

す

る

も

の

が

多

く

、

幕

末

・

維

新

期

に

は

諸

外

国

と

の

交

渉

や

尊

王

攘

夷

運

動

、

幕

政

改

革

な

ど

の

政

治

・

社

会

情

勢

に

関

わ

る

情

報

が

多

く

、

総

数

一

二

九

五

件

に

及

び

、

多

数

収

集

さ

れ

た

年

代

は

文

久

年

間

、

安

政

年

間

、

嘉

永

年

間

で

あ

っ

た

。

 

第

二

節

は

、

情

報

の

入

手

先

で

あ

る

。

 

情

報

提

供

者

は

二

〇

名

、

関

係

の

内

訳

は

縁

戚

、

地

域

文

化

人

、

六

所

宮

関

係

、

縁

故

、

友

人

、

旅

先

で

の

同

宿

、

不

明

で

あ

る

。

猿

渡

父

子

が

収

集

し

た

政

治

情

報

の

大

半

は

縁

戚

や

地

域

文

化

人

、

ま

た

寺

社

奉

行

所

の

役

人

な

ど

を

通

じ

て

入

手

し

た

も

の

で

あ

る

。

情

報

は

人

間

関

係

に

よ

っ

て

、

つ

ま

り

人

的

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

に

よ

り

伝

達

さ

れ

て

い

た

こ

と

が

判

明

し

た

。

 

第

三

節

は

猿

渡

家

が

情

報

の

発

信

元

と

な

っ

た

事

例

で

あ

る

が

、

一

例

し

か

見

つ

か

ら

な

か

っ

た

。

情

報

は

甲

州

道

中

筋

で

開

業

し

て

い

た

医

者

の

門

人

が

、
桜

田

門

外

の

変

の

第

一

報

を

猿

渡

家

か

ら

入

手

し

、

師

へ

報

告

し

て

い

る

。

こ

の

医

家

で

は

複

数

の

門

人

が

代

診

を

行

っ

て

お

り

、

患

者

宅

で

同

じ

く

桜

田

門

外

の

変

の

後

報

を

聞

き

、

別

の

村

で

坂

下

門

外

の

変

に

つ

い

て

も

聞

い

て

い

る

。

猿

渡

家

か

ら

の

情

報

提
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供

に

つ

い

て

み

て

き

た

が

、

猿

渡

家

に

と

っ

て

幕

府

の

人

事

や

制

度

の

改

正

を

知

る

こ

と

は

家

を

守

る

た

め

に

必

要

な

こ

と

で

あ

る

。

し

か

し

、

地

域

で

は

猿

渡

家

の

よ

う

に

幕

府

内

部

の

情

報

を

集

め

な

く

て

は

な

ら

な

い

よ

う

な

事

は

、

極

め

て

僅

か

な

の

で

あ

る

。

猿

渡

家

と

交

流

が

あ

る

周

囲

の

家

々

は

詳

細

な

政

治

情

報

を

必

要

と

は

せ

ず

、

相

互

に

情

報

を

共

有

す

る

必

要

も

な

か

っ

た

。

 

近

世

社

会

に

お

い

て

情

報

は

開

示

さ

れ

る

も

の

で

は

な

く

、

統

制

さ

れ

る

も

の

で

あ

る

と

考

え

ら

れ

て

き

た

が

、

猿

渡

家

が

入

手

し

た

情

報

は

、

幕

臣

、

陪

臣

で

あ

る

縁

戚

や

縁

故

な

ど

の

武

士

階

級

か

ら

も

た

ら

さ

れ

た

も

の

が

多

い

。

猿

渡

家

は

武

士

階

級

に

繋

が

る

家

と

考

え

ら

れ

て

い

た

、

枠

組

み

の

中

で

あ

れ

ば

統

制

は

必

要

と

は

考

え

ら

れ

な

か

っ

た

。

 

社

内

の

紛

争

や

自

家

の

権

威

保

持

の

た

め

に

幕

府

の

触

、

特

に

神

社

が

関

わ

る

事

項

に

つ

い

て

の

情

報

収

集

は

必

須

で

、

収

集

先

は

縁

戚

で

あ

る

御

家

人

や

大

名

家

の

家

臣

な

ど

ほ

と

ん

ど

が

武

士

身

分

で

あ

っ

た

。

神

主

家

が

必

要

と

し

た

情

報

は

、

五

百

石

の

朱

印

地

を

安

堵

さ

れ

た

神

社

の

権

威

と

自

家

の

安

泰

を

守

る

こ

と

を

意

図

し

た

も

の

で

あ

り

、

情

報

と

は

必

要

と

す

る

者

が

、

必

要

と

す

る

物

を

集

め

る

も

の

で

あ

る

こ

と

を

確

認

し

た

。

 

第

四

章

 

武

相

両

国

の

歌

人

た

ち

 

先

行

研

究

の

中

で

、

和

歌

・

漢

学

・

国

学

・

狂

歌

な

ど

の

文

化

活

動

は

知

識

が

豊

富

で

な

け

れ

ば

楽

し

め

ず

、

修

得

す

る

た

め

に

時

間

を

費

や

す

た

め

携

わ

る

人

が

少

な

い

。

特

に

和

歌

は

交

流

範

囲

が

広

く

、

一

国

単

位

に

と

ど

ま

ら

ず

、

二

、

三

カ

国

に

及

ぶ

こ

と

も

あ

っ

た

。

一

方

で

小

さ

な

集

団

が

作

ら

れ

地

方

歌

壇

を

形

成

し

て

い

た

と

い

う

指

摘

が

あ

る

。

 

近

世

後

期

に

は

全

国

か

ら

歌

を

募

っ

た

『

類

題

集

』

と

冠

す

る

歌

集

が

出

版

さ

れ

て

い

る

こ

と

な

ど

か

ら

、

和

歌

が

地

方

に

根

付

い

て

い

た

と

考

え

ら

れ

、

歌

人

の

交

流

範

囲

の

広

さ

と

地

方

歌

壇

の

実

態

を

明

ら

か

に

す

る

こ

と

を

目

的

と

し

た

。

 

第

一

節

で

は

、

六

所

宮

神

主

家

が

編

纂

し

た

和

歌

集

「

類

題

新

竹

集

」

を

分

析

し

、

収

載

さ

れ

て

い

る

武

蔵

国

・

相

模

国

の

歌

人

た

ち

の

歌

数

・

居

住

地

や

事

績

な

ど

か

ら

、

交

流

範

囲

の

広

さ

を

明

ら

か

に

し

た

。

 

歌

人

の

分

布

は

武

蔵

国

で

一

二

一

ヵ

村

、

相

模

国

三

七

ヵ

村

、

両

国

以

外

九

地

域

で

、

ほ

と

ん

ど

が

宿
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場

町

・

城

下

町

な

ど

の

町

場

で

あ

る

。

歌

人

は

町

場

に

い

る

師

匠

を

核

と

し

て

周

辺

地

域

へ

広

が

り

増

加

し

た

。

 
第

一

節

で

は

、

慶

応

二

年

（

一

八

六

六

）

に

『

類

題

新

竹

集

』

を

編

纂

し

た

武

蔵

総

社

六

所

宮

の

猿

渡

容

盛

の

事

績

を

紹

介

し

た

。

 

第

二

節

で

は

、

新

竹

集

に

先

行

す

る

和

歌

山

の

加

納

諸

平

編

『

類

題

鰒

玉

集

』
、

和

歌

山

の

長

澤

伴

雄

編

『

類

題

和

歌

鴨

川

集

』
、

伊

勢

の

佐

々

木

広

綱

編

『

類

題

千

船

集

』

へ

投

稿

し

た

武

蔵

国

・

相

模

国

の

歌

人

を

抽

出

し

た

。

 

相

模

国

の

歌

人

が

『

鰒

玉

集

』

へ

最

初

に

投

稿

し

た

の

は

文

政

一

一

年

（

１

８

２

８

）
、
『

鴨

川

集

』

は

嘉

永

三

年

（

一

八

五

〇

）
、
『

千

船

集

』

は

元

治

元

年

（

１

８

６

４

）

で

あ

る

。

武

蔵

国

は

『

鰒

玉

集

』

が

天

保

七

年

（

１

８

３

６

）
、
『

鴨

川

集

』

は

嘉

永

二

年

、
『

千

船

集

』

は

安

政

五

年

か

ら

で

あ

り

、

歌

人

の

延

べ

人

数

は

相

模

国

が

一

八

人

、

武

蔵

国

は

九

七

人

で

、

相

模

国

が

一

〇

年

早

か

っ

た

が

、

延

べ

人

数

で

は

武

蔵

国

が

圧

倒

的

に

多

か

っ

た

。
 

こ

の

三

類

題

集

に

投

稿

し

た

歌

人

の

う

ち

相

模

国

戸

塚

宿

の

鈴

木

長

温

は

国

学

者

加

藤

千

蔭

の

姻

戚

で

あ

り

、

多

く

の

国

学

者

や

歌

人

と

交

流

が

あ

っ

た

。

相

模

国

大

槻

村

の

原

久

胤

は

歌

人

で

あ

る

。

武

蔵

国

保

土

ヶ

谷

宿

の

山

平

伴

鹿

は

和

歌

を

教

え

て

い

た

。

忍

の

黒

澤

翁

満

は

忍

藩

の

用

人

で

あ

る

こ

れ

ら

の

人

物

が

地

方

歌

壇

の

主

宰

者

で

あ

ろ

う

。

 

第

三

節

で

は

『

類

題

新

竹

集

』

に

つ

い

て

分

析

し

た

。

 

江

戸

の

歌

人

は

多

数

に

上

る

と

い

う

こ

と

で

不

収

載

と

し

て

い

る

。

収

載

歌

人

は

相

模

国

武

蔵

国

合

わ

せ

て

五

〇

五

人

と

遊

客

一

〇

人

、

和

歌

合

計

二

七

三

七

首

で

あ

る

。

歌

人

の

居

住

地

の

多

く

は

古

代

中

世

か

ら

の

由

緒

を

持

つ

神

社

・

寺

院

や

城

跡

な

ど

が

存

在

し

て

い

る

。

ま

さ

に

国

学

・

和

歌

の

舞

台

で

あ

っ

た

。

ま

た

歌

人

の

身

分

は

神

職

・

僧

侶

・

武

士

・

宿

町

村

役

人

・

学

者

・

商

人

な

ど

が

半

数

、

不

明

が

半

数

で

あ

っ

た

。

幕

末

に

は

掲

載

歌

人

の

半

数

を

身

分

不

詳

つ

ま

り

庶

民

が

占

め

て

い

た

こ

と

を

明

ら

か

に

し

た

。

 

第

四

節

で

は

、

猿

渡

家

と

相

模

・

武

蔵

国

の

歌

人

に

つ

い

て

分

析

し

た

。

 

歌

人

の

中

で

も

神

職

、

国

学

者

、

府

中

宿

及

び

周

辺

地

域

な

ど

猿

渡

家

と

所

縁

あ

る

人

び

と

を

中

心

と
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し

て

い

て

、

先

行

の

三

類

題

集

の

よ

う

に

募

集

と

い

う

形

は

と

っ

て

い

な

い

の

が

特

徴

で

あ

る

。

 

編

纂

者

で

あ

る

猿

渡

容

盛

の

父

は

文

化

末

年

地

方

歌

壇

の

主

催

者

と

な

り

、

和

歌

は

嘉

永

・

安

政

期

に

は

周

辺

地

域

に

も

広

が

っ

て

い

た

。

ま

た

歌

人

の

お

そ

ら

く

半

数

は

知

識

階

級

と

は

言

い

難

い

庶

民

層

で

あ

る

が

、

武

蔵

国

の

場

合

歌

人

の

居

住

地

の

多

く

は

、

古

代

中

世

か

ら

の

由

緒

を

持

つ

神

社

・

寺

院

や

城

跡

な

ど

が

存

在

し

、

ま

さ

に

国

学

・

和

歌

の

舞

台

で

あ

る

。

知

識

階

級

で

は

な

い

階

層

の

歌

人

た

ち

も

こ

う

し

た

歴

史

環

境

を

認

識

し

、

和

歌

に

親

し

ん

で

い

っ

た

の

で

あ

る

。

 

第

五

章

 

地

域

文

化

人

の

明

治

 

幕

末

維

新

期

に

地

域

文

化

人

と

し

て

の

基

礎

を

築

い

た

本

多

雖

軒

の

一

生

を

明

治

の

新

制

度

や

社

会

の

中

で

ど

の

よ

う

な

文

化

活

動

や

社

会

活

動

を

行

っ

た

の

か

を

み

る

こ

と

に

よ

り

、

近

代

社

会

で

近

世

社

会

が

果

た

し

た

役

割

に

つ

い

て

考

察

す

る

こ

と

を

目

的

と

す

る

。

 

第

一

節

は

、

地

域

文

化

人

と

し

て

の

雖

軒

を

見

る

た

め

、

雖

軒

の

活

動

を

一

〇

年

余

に

お

よ

ん

だ

修

業

時

代

に

つ

い

て

、

当

時

の

医

学

修

得

法

や

、

長

崎

遊

歴

で

の

体

験

な

ど

を

通

し

て

、

自

己

の

到

達

点

を

図

り

、

目

標

に

出

会

い

、

多

く

の

刺

激

を

受

け

勉

学

に

励

み

、

師

の

代

診

を

行

う

こ

と

で

実

践

経

験

を

積

ん

だ

こ

と

を

明

ら

か

に

し

た

。

 

第

二

節

は

独

立

以

後

の

開

業

と

帰

郷

時

に

お

け

る

不

安

定

な

生

活

状

況

の

中

で

も

地

域

文

化

人

と

し

て

行

動

す

る

姿

を

確

認

し

た

。

 

第

三

節

は

明

治

政

府

の

医

学

や

教

育

の

新

制

度

に

直

面

し

、

向

き

合

い

、

自

分

の

場

を

確

保

す

る

姿

を

検

証

し

た

。

 

第

四

節

は

変

容

す

る

社

会

の

中

で

地

域

文

化

人

と

し

て

活

発

に

活

動

し

た

晩

年

ま

で

を

述

べ

た

る

。

幕

末

に

医

術

・

漢

詩

文

・

書

・

画

を

近

隣

村

の

医

師

の

も

と

に

弟

子

入

り

し

、

修

得

し

た

在

村

医

が

明

治

に

な

り

、

国

が

西

洋

文

化

を

取

り

入

れ

た

こ

と

で

旧

来

の

制

度

が

否

定

さ

れ

、

そ

の

影

響

を

受

け

な

が

ら

教

師

・

医

師

と

し

て

過

ご

し

、

晩

年

は

書

・

画

を

求

め

ら

れ

る

な

ど

常

に

近

世

社

会

で

身

に

付

け

た

基

盤

を

見

失

う

事

な

く

過

ご

し

停

滞

で

は

な

く

、

継

続

し

つ

つ

変

化

に

対

応

し

変

化

を

自

分

の

物

と

し

て

一

生

を

過

ご

し

た

。

近

世

社

会

が

近

代

の

基

礎

と

な

っ

た

こ

と

を

示

す

こ

と

が

で

き

た

。

 

終

章
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地

域

文

化

の

活

動

を

農

民

の

社

会

生

活

の

一

端

と

捉

え

、

地

域

文

化

に

は

多

く

の

種

類

が

あ

り

、

文

化

活

動

は

教

育

や

教

養

、

経

済

活

動

な

ど

の

影

響

を

受

け

、

さ

ら

に

地

域

性

も

重

要

な

要

因

と

な

り

う

る

と

考

え

、

江

戸

近

郊

農

村

に

居

住

し

た

人

び

と

の

地

域

文

化

活

動

を

実

証

し

、

そ

の

実

態

と

活

動

内

容

を

検

討

し

、

農

民

の

生

活

の

多

様

性

を

明

ら

か

に

す

る

こ

と

を

目

的

と

し

た

。

 

地

域

文

化

を

享

受

で

き

た

基

礎

は

、

文

字

の

修

得

で

あ

っ

た

こ

と

。

俳

諧

や

狂

歌

、

絵

画

、

漢

詩

文

、

国

学

な

ど

そ

れ

ぞ

れ

の

趣

味

嗜

好

に

よ

り

楽

し

み

を

見

つ

け

た

地

域

文

化

人

が

、

地

縁

・

血

縁

だ

け

で

な

く

経

済

活

動

な

ど

の

影

響

も

受

け

な

が

ら

、

個

々

人

の

活

動

に

よ

り

地

域

文

化

人

と

な

り

得

た

こ

と

を

確

認

し

た

。

 

地

域

文

化

の

世

界

で

は

、

時

に

は

階

級

・

身

分

の

差

な

く

楽

し

み

を

共

有

す

る

こ

と

も

あ

っ

た

。

ま

た

支

配

す

る

者

と

さ

れ

る

者

と

い

う

対

立

関

係

を

回

避

す

る

知

恵

を

生

み

出

し

た

近

世

社

会

の

成

熟

と

、

自

ら

を

近

世

社

会

で

獲

得

し

た

基

盤

の

上

に

置

き

続

け

る

こ

と

で

、

近

代

社

会

を

支

え

る

こ

と

が

で

き

た

の

は

、

幕

末

期

の

地

域

文

化

を

含

め

た

社

会

の

変

化

が

要

因

で

あ

る

。

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


